
 

 

 

 

は じ め に 

このアンケートは、戸田市にお住まいで中学校２年生の子育てをしている保護者の方に、子育て

の実態やお子様の生活についてお聞きするため、戸田市が実施するものです。 

寄せられたみなさまの声は、戸田市の子育て支援施策づくりに活かしてまいります。お忙しいところ

大変恐縮ですが、アンケートの趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願いいたします。 

なお、このアンケートは市内の小学校５年生、中学校２年生の児童・生徒とその保護者の方を対

象に実施しています。 

兄弟姉妹などでアンケート票が複数届いた場合、お手数ですが、それぞれのアンケート票にご回答

くださいますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

【回答にあたってのお願い】 

■回答はすべて統計的に処理し、このアンケート票の情報が特定されることはありません。 

■このアンケートは、保護者の方がお答えください。 

■このアンケートは無記名で行います。アンケート票に氏名や個人を特定できる情報等を記入しない

ようお願いいたします。 

■答えられない質問やお答えになりたくない質問については、お答えいただく必要はありません。 

■回答にあたっては、鉛筆またはボールペンを使用してください。 

【回答方法】 

■答えは、あてはまるチェックボックスにレ点（□）をつけてください。 

■あてはまる選択肢すべてに回答する設問も含まれるため、設問ごとの指示に従って回答するようにし

てください。 

【提出の方法】 

■封筒に氏名をご記入いただく必要はありません。 

■ご記入いただいたアンケート票は、大きい封筒（茶色）に中学校２年生の生徒が書いたアンケー

ト票を入れた小さい封筒（白色）と一緒に入れ、封をしてから、 

令和５年１０月１８日（水）までにお子様を通じて学校の担任の先生に届けてください。 
 

 

●このアンケートについてのお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

   戸田市こども健やか部こども家庭支援室こども家庭相談担当 

        電 話 048-299-2816  

子どもの生活に関する調査（中学校２年生保護者） 



 

1 

【このアンケートで使うことばの意味について】 

「お子さん」 
このアンケートの対象となっているお子さん 

（アンケート票を持ってきた中学校２年生のお子さん） 

「お子さん」 

（兄弟姉妹を含む） 

このアンケートの対象となっている中学校２年生のお子さんとその兄弟姉妹

など、ご家庭で養育するすべてのお子さん 

「あなた」 このアンケートに回答している方 

「世帯」 同居しており、生計が同じである者の集まり 

「家族」 同居か別居にかかわらず、生計が同じである家族 

「家庭」 「家族」に同じ 

「親」「母親」「父親」 母親や父親または継母や継父、母親や父親に代わる保護者の方 

 

質問の該当する答えにレ点（□）をつけ、数字記入欄は数字を記入してください。 

問１．お子さんとあなたとの関係は、次のどれにあたりますか。お子さんからみた続
つづき

柄
が ら

でお答えくださ

い。（１つのみ） 

□ 母親 

□ 祖父母 

□ 父親 

□ その他 

問２．あなたがお住まいの地区を教えてください。（１つのみ） 

□ 下戸田 □ 中町 □ 喜沢 

□ 喜沢南 □ 川岸 □ 下前 

□ 大字新曽 □ 上戸田 □ 大字上戸田 

□ 本町 □ 戸田公園 □ 南町 

□ 新曽南 □ 氷川町 □ 美女木 

□ 美女木北 □ 美女木東 □ 笹目北町 

□ 笹目 □ 笹目南町 □ 早瀬 

□ 大字下笹目 □ 市外・その他  
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問３．お子さんと同居し、生計を同一にしているご家族の構成と人数をお答えください。単身赴任
ふ に ん

中の方や学業のために世帯を離れているお子さんがいる場合には、ご家族の人数に含めて

教えてください。（ａ～ｈそれぞれに１つのみ） 

ａ) 祖母 ｂ) 祖父 ｃ) 母親 ｄ) 父親 

h) 合計 

（あなたや対象の 

お子さんを含む） 

□ いない 

□ １人 

□ ２人 

□ いない 

□ １人 

□ ２人 

□ いない 

□ １人 

□ いない 

□ １人 

□ ２人 

□ ３人 

□ ４人 

□ ５人 

□ ６人 

□ ７人 

□ ８人 

□ ９人 

□ 10 人以上 

ｅ) 姉・兄 
対象のお子さん 

（本人） 
ｆ) 妹・弟 ｇ) その他 

□ いない 

□ １人 

□ ２人 

□ ３人 

□ ４人以上 

１人 

□ いない 

□ １人 

□ ２人 

□ ３人 

□ ４人以上 

□ いない 

□ １人 

□ ２人 

□ ３人 

□ ４人以上 

問４．お子さんの親の現在の年齢についてお答えください。 

（母親・父親それぞれについて数字で回答、いない場合やわからない場合は「－」と記入） 

 

  母親            歳      父親           歳 

問５．お子さんのご家族のうち、現在単身赴任
ふ に ん

中の方はいらっしゃいますか。 

（いくつでも） 

□ お子さんの母親が単身赴任
ふ に ん

中 

□ その他 

□ お子さんの父親が単身赴任
ふ に ん

中 

□ 単身赴任
ふ に ん

中の者はいない 

問６．お子さんと同居し、生計を同一にしている親の婚姻
こ ん い ん

状況を教えてください。 

（１つのみ） 

□ 結婚している（再婚や事実婚を含む。） 

□ 死別 

□ わからない 

□ 離婚 

□ 未婚 

□ いない 

  

→問７に進んでください 
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【問６で「離婚」と答えた人にお聞きします。】 

問７．離婚相手と子どもの養育費の取り決めをしていますか。また養育費を現在受け取っています

か。（１つのみ） 

□ 取り決めをしており、受け取っている 

□ 特に取り決めはしていないが、受け取っている 

□ 取り決めをしているが、受け取っていない 

□ 取り決めをしておらず、受け取っていない 

問８．ご家庭ではどれくらい、日本語以外の言語を使用していますか。（１つのみ） 

□ 日本語のみを使用している 

□ 日本語以外の言語も使用しているが、日本語の方が多い 

□ 日本語以外の言語を使うことが多い 

問９．お子さんの親が卒業・修了した学校をお答えください。 

（ａ、ｂそれぞれを①～⑩に１つのみ） 

 ａ) 母親 ｂ) 父親 

① 中学 □ □ 

② 中学、高校 □ □ 

③ 中学、高校、専門学校 □ □ 

④ 中学、５年制の高等専門学校 □ □ 

⑤ 中学、高校、短大 □ □ 

⑥ 中学、高校（または５年制の高等専門学校）、大学 □ □ 

⑦ 中学、高校（または５年制の高等専門学校）、大学、大学院 □ □ 

⑧ その他 □ □ 

⑨ わからない □ □ 

⑩ いない □ □ 
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問 10．お子さんの親の就労状況について、あてはまるものを回答してください。 

（ａ、ｂそれぞれを①～⑦に１つのみ） 

 ａ) 母親 ｂ) 父親 

① 正社員・正規職員・会社役員 □ □ 

② 嘱託
しょく た く

・契約社員・派遣職員 □ □ 

③ パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員 □ □ 

④ 自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。) □ □ 

⑤ 働いていない（専業主婦／主夫を含む。） □ □ 

⑥ わからない □ □ 

⑦ いない □ □ 

【問 10 で「⑤ 働いていない」と答えた人にお聞きします。】 

問 11．働いていない最も主な理由を教えてください。（ａ、ｂそれぞれを①～⑥に１つのみ） 

 ａ) 母親 ｂ) 父親 

① 働きたいが、希望する条件の仕事がないため □ □ 

② 子育てを優先したいため □ □ 

③ 家族の介護・介助のため □ □ 

④ 自分の病気や障害のため □ □ 

⑤ 通学しているため □ □ 

⑥ その他の理由 □ □ 

問 12．お子さんが０～２歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も主なもの（期間が長いも

の）をお答えください。（１つのみ） 

□ 認可保育所・認定こども園 

□ その他の教育・保育等の施設 

□ 親・親族以外の個人 

□ もっぱら親・親族が面倒を見ていた 

□ その他 

  

→問11 に進んでください 
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問 13．お子さんが３～５歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も主なもの（期間が長いも

の）をお答えください。（１つのみ） 

□ 幼稚園・認可保育所・認定こども園 

□ その他の教育・保育等の施設 

□ 親・親族以外の個人 

□ もっぱら親・親族が面倒を見ていた 

□ その他 

問 14．あなたとお子さんの関わり方について、次のようなことにどれくらい当てはまりますか。 

（ａ～ｄそれぞれに１つのみ） 

 

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

あ
て
は
ま
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

ａ) 
テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルール

を決めている 
□ □ □ □ 

ｂ) お子さんに本や新聞を読むように勧めている □ □ □ □ 

ｃ) お子さんが小さいころ、絵本の読み聞かせをしていた □ □ □ □ 

ｄ) お子さんから、勉強や成績のことについて話をしてくれる □ □ □ □ 

問 15．あなたは、次のようなことをどの程度していますか。（ａ、ｂそれぞれに１つのみ） 

※新型コロナウイルス感染症拡大後（2020 年２月以降）、学校行事などが休止してい

る場合は、それ以前の状況をお答えください。 

 

よ
く
参
加
し
て
い
る 

と
き
ど
き
参
加 

し
て
い
る 

あ
ま
り
参
加 

し
て
い
な
い 

ま
っ
た
く
参
加 

し
て
い
な
い 

ａ) 授業参観や運動会などの学校行事への参加 □ □ □ □ 

ｂ) 
ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボラ

ンティアなどへの参加 
□ □ □ □ 
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問 16．お子さんは将来、現実的に見てどの学校に進学すると思いますか。（１つのみ） 

□ 中学 

□ 中学、高校 

□ 中学、高校、専門学校 

□ 中学、５年制の高等専門学校 

□ 中学、高校、短大 

□ 中学、高校（または５年制の高等専門学校）、大学 

□ 中学、高校（または５年制の高等専門学校）、大学、大学院 

□ その他 

□ まだわからない 

【問 16 で、進学すると思う学校や「その他」と答えた人にお聞きします。】 

問 17．その理由は何ですか。（いくつでも） 

□ お子さんがそう希望しているから 

□ お子さんの学力から考えて 

□ その他 

□ 一般的な進路だと思うから 

□ 家庭の経済的な状況から考えて 

□ 特に理由はない 

 

  

→問18 に進んでください 

→問 17 に進んでください 



 

7 

問 18．あなたは次に挙げる事柄
こ と が ら

で頼れる人はいますか。 

（ａ～ｃそれぞれについて、Ⅰ～Ⅲのあてはまるもの１つのみ） 

 

ａ) ｂ) ｃ) 

子
育
て
に
関
す
る 

相
談 

重
要
な
事
柄

こ
と
が
ら

の 
相
談 

い
ざ
と
い
う
時
の 

お
金
の
援
助 

Ⅰ 頼れる人がいる □ □ □ 

Ⅱ いない □ □ □ 

Ⅲ そのことでは人に頼らない □ □ □ 

【問 18 で「Ⅰ 頼れる人がいる」と答えた人にお聞きします。】 

問 19．あなたが頼れる人は、だれですか。(①～⑦のいくつでも) 

 

ａ) ｂ) ｃ) 

子
育
て
に
関
す
る 

相
談 

重
要
な
事
柄

こ
と
が
ら

の 

相
談 

い
ざ
と
い
う
時
の 

お
金
の
援
助 

① 家族・親族 □ □ □ 

② 友人・知人 □ □ □ 

③ 近所の人 □ □ □ 

④ 職場の人 □ □ □ 

⑤ 民生委員・児童委員 □ □ □ 

⑥ 相談・支援機関や福祉の人 □ □ □ 

⑦ その他 □ □ □ 
  



 

8 

 

問 20．あなたは、現在の暮らしの状況をどのように感じていますか。（１つのみ） 

□ 大変ゆとりがある 

□ 苦しい 

□ ゆとりがある 

□ 大変苦しい 

□ ふつう 

 

問 21．世帯全体のおおよその年間収入(税込)はいくらですか。（１つのみ） 

※令和４年の年間収入についてお答えください。 

※収入には、同居し、生計を同一にしている家族全員の以下の収入が含まれます。 

・勤め先収入（定期収入、賞与
し ょ う よ

等） 

・事業収入（原材料費、人件費、営業上の諸経費等を除く）、内職収入（材料費等を除く） 

・公的年金・恩給
おんきゅう

、その他の社会
し ゃ か い

保障
ほ し ょ う

給付
き ゅ う ふ

金
き ん

（生活保護、児童手当、児童扶養
ふ よ う

手当等） 

・農林漁業収入（農機具等の材料費、営業上の諸経費等を除く） 

・資産収入（預
よ

貯
ち ょ

金
きん

利子
り し

、家賃収入等。家・土地などの資産売却代金や生命保険・損害保険から

の受取金等は除く。） 

・その他の収入（仕送り、養育費、個人年金、各種祝い金等） 

□ 50 万円未満 

□ 50～100 万円未満 

□ 100～150 万円未満 

□ 150～200 万円未満 

□ 200～250 万円未満 

□ 250～300 万円未満 

□ 300～350 万円未満 

□ 350～400 万円未満 

□ 400～450 万円未満 

□ 450～500 万円未満 

□ 500～600 万円未満 

□ 600～700 万円未満 

□ 700～800 万円未満 

□ 800～900 万円未満 

□ 900～1000 万円未満 

□ 1000 万円以上 

問 22．あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料が買えな

いことがありましたか。ただし、嗜好品
し こ う ひ ん

は含みません。（１つのみ） 

□ よくあった 

□ まれにあった 

□ ときどきあった 

□ まったくなかった 

問 23．あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする衣服が買えな

いことがありましたか。ただし、高価な衣服や貴
き

金
き ん

属
ぞ く

・宝飾品
ほうしょく ひん

は含みません。（１つのみ） 

□ よくあった 

□ まれにあった 

□ ときどきあった 

□ まったくなかった 
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問 24．あなたの世帯では、過去１年の間に、以下の料金について、経済的な理由で未払いにな

ったことがありましたか。（いくつでも） 

□ 電気料金 

□ 水道料金 

□ ガス料金 

□ あてはまるものはない 

問 25．次のａ)～ｆ)の質問について、この１か月間のあなたの気持ちはどのようでしたか。 

（ａ～ｆそれぞれに１つのみ） 

 

い
つ
も 

た
い
て
い 

と
き
ど
き 

少
し
だ
け 

ま
っ
た
く
な
い 

ａ) 神経過敏
か び ん

に感じた □ □ □ □ □ 

ｂ) 絶望的だと感じた □ □ □ □ □ 

ｃ) そわそわ、落ち着かなく感じた □ □ □ □ □ 

ｄ) 
気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れ

ないように感じた 
□ □ □ □ □ 

ｅ) 何をするのも面倒だと感じた □ □ □ □ □ 

ｆ) 自分は価値のない人間だと感じた □ □ □ □ □ 

問 26．全体として、あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。「0」（まったく満足して

いない）から「10」（十分に満足している）の数字で答えてください。（１つのみ） 

０：まったく満足していない       １０：十分に満足している 

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 
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問 27．あなたのご家庭の現在の生活は、新型コロナウイルス感染症の拡大により学校が休校す

る前（2020 年２月以前）から比べて、どのように変わりましたか。 

（ａ～ｆそれぞれに１つのみ） 

 

増
え
た 

減
っ
た 

変
わ
ら
な
い 

ａ) 世帯全体の収入の変化 □ □ □ 

ｂ) 生活に必要な支出の変化 □ □ □ 

ｃ) お金が足りなくて、必要な食料や衣服を買えないこと □ □ □ 

ｄ) お子さんと話をすること □ □ □ 

ｅ) 家庭内で言い争ったり、もめごとが起こること □ □ □ 

ｆ) あなた自身がイライラや不安を感じたり、気分が沈むこと □ □ □ 
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問 28．あなたのご家庭では、以下の支援制度をこれまでに利用したことがありますか。 

（ａ～ｅそれぞれについて、①～③のあてはまるもの１つのみ） 

また、「③ 利用したことがない」場合、その理由は何ですか。 

（③-１～③-５のあてはまるもの 1 つのみ） 

 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ  

就
学
援
助 

※
１ 

生
活
保
護 

※
２ 

生
活

せ
い
か
つ

困
窮
者

こ
ん
き
ゅ
う
し
ゃ

の 

自
立
支
援
相
談
窓
口 

※
３ 

児
童
扶
養

ふ
よ
う

手
当 

※
４ 

母
子
家
庭
等
就
業
・ 

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー 

※
５ 

① 現在利用している □ □ □ □ □ 

② 現在利用していないが、以前

利用したことがある 
□ □ □ □ □ 

③ 利用したことがない □ □ □ □ □ 

 
③-１ 制度の対象外（収

入等の条件を満たさ
ない）だと思うから 

 □  □  □  □  □ 

 

 
③-２ 利用はできるが、特に

利用したいと思わなか
ったから 

 □  □  □  □  □ 

 
③-３ 利用したいが、今まで

この支援制度を知ら
なかったから 

 □  □  □  □  □ 

 
③-４ 利用したいが、手続が

わからなかったり、利
用しにくいから 

 □  □  □  □  □ 

 ③-５ それ以外の理由  □  □  □  □  □ 

（参考） 

※１ 就学援助 

：経済的理由により子どもの就学が困難な場合に、学用品費等を補助する制度。 

※２ 生活保護 

：病気や失業などにより生活費等に困り、他に方法がないときに一定の援助が受けられる制度。 

※３ 生活困窮者
こ ん き ゅ うしゃ

の自立支援相談窓口 

：お金、仕事、住宅など、様々な課題を抱えた生活に困窮
こんきゅう

する方のための相談窓口。専門の支援員が具体

的な支援プランを作成し、課題の解決に向けた支援を行う。 

※４ 児童扶養
ふ よ う

手当 

：所得
し ょ と く

が一定水準以下のひとり親世帯の生活支援のための手当。（児童手当とは異なります。） 

※５ 母子家庭等就業・自立支援センター 

：ひとり親の方が、仕事探しに関する相談や講習を受けられる支援センター。養育費の取り決めなどに関する相

談も受けられる。  

③
を
回
答
し
た
場
合
、 

③-

１
～
③-

５
の
あ
て
は
ま
る
も
の
１
つ
の
み 
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ここからはヤングケアラーのことについてお聞きします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29．「ヤングケアラー」という言葉をこれまでに聞いたことがありましたか。 

（１つのみ） 

□ 聞いたことがあり、内容も知っている 

□ 聞いたことはあるが、よく知らない 

□ 聞いたことはない 

問 30．あなたの家族や親族、友人・知人やその子ども、子どものクラスメイトなどに「ヤングケアラ

ー」と思われる子どもはいますか。（１つのみ） 

□ 家族や親族にいる 

□ 友人、知人やその子ども、子どものクラスメイトにいる 

□ いない 

□ わからない 

 

  

→問31 に進んでください 

→問32 に進んでください 
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【問 30 で、「家族や親族にいる」「友人、知人やその子ども、子どものクラスメイトにいる」と答えた人

にお聞きします。】 

問 31．「ヤングケアラー」と思われる子どもがお世話をしている方を、子どもからみた続柄
つづきがら

でお答えく

ださい。（いくつでも） 

（「ヤングケアラー」と思われる子どもが複数名いる場合は、ご自身に最も関係性が近い方

についてお答えください。） 

□ 母親 

□ 祖母 

□ きょうだい 

□ 父親 

□ 祖父 

□ その他（    ） 

問 32．仮に身の周りに「ヤングケアラー」と思われる子どもがいた場合、どのような対応をしますか。

（いくつでも） 

□ 関係機関に相談する 

□ 家族、知人、友人に相談する 

□ 本人に様子を聞く 

□ 何もしない 

□ わからない 

□ その他（          ） 

【問 32 で、「関係機関に相談する」と答えた人にお聞きします。】 

問 33．どのような機関に相談しようと思いますか。（いくつでも） 

□ 学校や教育委員会 

□ 児童相談所 

□ 市役所 

□ フリースクール・子ども食堂 

□ わからない 

□ 民生委員・児童委員 

□ 保健所 

□ 病院や介護事業所 

□ 警察 

□ その他（    ） 

【問 32 で、「何もしない」と答えた人にお聞きします。】 

問 34．その理由としてもっともあてはまるものをお答えください。（１つのみ） 

□ どのように対応したらよいかわからないため 

□ 家庭の問題に関わることに抵抗感があるため 

□ 家族が家族の世話をすることは当たり前であるため 

□ 相談する余裕がないため 

□ その他（          ） 
  

→問34 に進んでください 

→問33 に進んでください 
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問 35．「ヤングケアラー」と思われる子どもについて気になっていることはありますか。（いくつでも） 

□ 通学 

□ 部活や習い事 

□ 恋愛・結婚 

□ 家族関係 

□ 精神面の健康 

□ 特にない 

□ 学校の成績 

□ 進学・就職 

□ 友人関係 

□ 身体面の健康 

□ その他（    ） 

 

問 36．あなた自身は現在悩みごとや困りごとはありますか。（いくつでも） 

□ 家族との人間関係 

□ 恋愛・性に関すること 

□ 離婚 

□ 生きがいに関すること 

□ 収入・家計・借金等 

□ 家族の病気や介護 

□ 育児 

□ 自分の学業・受験・進学 

□ 自分の仕事 

□ 住まいや生活環境 

（公害、安全及び交通事情を含む） 

□ 特にない 

□ 家族以外との人間関係 

□ 結婚 

□ いじめ、セクシュアル・ハラスメント 

□ 自由にできる時間がないこと 

□ 自分の病気や介護 

□ 妊娠・出産 

□ 家事 

□ 子どもの教育 

□ 家族の仕事 

□ その他（    ） 

 

 

問 37．あなたは「問 35」「問 36」で選択したことについて、関係機関に相談したことはありますか。 

 
あ
る 

な
い 

ａ) 
問 35．「ヤングケアラー」と思われる子どもについて気になっていることはあり

ますかで選択したことについて関係機関に相談したことはありますか。 
□ □ 

ｂ) 
問 36．あなた自身は現在悩みごとや困りごとがありますかで選択したことに

ついて関係機関に相談したことはありますか。 
□ □ 

 

 

  

問39 へ 

１つでも「ない」

と回答した方は

問38 へ 
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【問 37 で、「ない」と答えた人にお聞きします。】 

問 38．その理由としてもっともあてはまるものをお答えください。（１つのみ） 

□ 相談するほどのことではないため 

□ どこに相談したらよいかわからないため 

□ 相談できる相手がいないため 

□ 相談してもなにも変わらないため 

□ 家庭の問題またはほかの家庭を相談することに抵抗感があるため 

□ 家族が家族の世話をすることは当たり前であるため 

□ 相談する余裕がないため 

□ その他（          ） 

問 39．「ヤングケアラー」と思われる子どもにとって、どのような仕組みや取組があると相談しやすい

環境づくりにつながると思いますか。（いくつでも） 

□ 「ヤングケアラー」専用の相談窓口があること 

□ 学校に相談窓口があること 

□ 市役所に相談窓口があること 

□ 「学校」や「市役所」以外の専門機関に相談窓口があること 

□ 対面での相談が可能であること 

□ 電話・メール・ＳＮＳでの相談が可能であること 

□ 24 時間いつでも相談が可能であること 

□ 相談する際の手順や判断基準がわかりやすいこと 

□ 相談がどのような支援につながるかがわかりやすいこと 

□ 「ヤングケアラー」の支援に関する法律や条例があること 

□ その他（          ） 

□ 特にあてはまるものはない 
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問 40．ヤングケアラーに対する支援について必要だと思うものをお答えください。 

（いくつでも） 

□ 電話相談 

□ 自宅訪問による相談 

□ メール・LINE 等による相談 

□ 何でも相談できる窓口 

□ いろいろな制度に詳しい職員（市役所職員・相談機関の職員・サービス事業所の職員など） 

□ 家事の援助 

□ お世話を一時的に代わってくれる人 

□ お世話をしながら働ける職場環境 

□ 自分がお世話をできなくなった後に代わりにお世話する人の確保 

□ お世話をしている人同士の交流 

□ お世話をすることに対する周りの人の理解 

□ 自分の話を聞いてくれる人 

□ 困っているときの声かけ・励まし 

□ お世話が必要な人の短期入所（ショートステイ） 

□ 緊急時でも安心して預かってくれる場所 

□ お世話が必要な人が身近に利用できるサービス 

□ お世話が必要な人が入所できる施設 

□ 経済的な支援 

□ その他［具体的に：         ］ 
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問 41．「ヤングケアラー」に関して、ご意見があればご自由にお答えください。 

（任意回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上でアンケートはおわりです。ご協力ありがとうございました。 

ご記入いただいたアンケート票は、中学校２年生の生徒が回答した 

アンケート票を入れた小さい封筒（白色）と一緒に、大きい封筒（茶色）に入れ、 

封をしてから令和５年 10 月 18 日（水）までに 

生徒を通じて学校の担任の先生に提出してください。 



 

 

  



 

 

 


